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第2期磯子区地域福祉保健計画　概要版
サブタイトルは「誰もが幸せに暮らせる町をめざして」　です。
計画期間は、2011年4月から2016年3月までです。
この計画の愛称を「スイッチオン磯子ツー」としています。

この愛称には「一人ひとりが何かを始めるきっかけとなるように」との願いが込められています。
地域福祉保健計画とは　　
地域に暮らす誰もが幸せな生活を送れるように、区民・地域団体・関係機関・区役所・区・社会福祉協議会などが力を合わせて、地域で支えあえる関係をつくることを目指した計画です。

　
地域福祉保健計画はなぜ必要なのですか

平成22年１０月に実施した国勢調査の速報と過去の結果を見てみると

磯子区では、人口が減少傾向にある一方で、世帯数が増えています。

つまり、1世帯あたりの人数が減っているのです。

この先、しょうし高齢化がますます進展することが見込まれています。このような社会環境の中では、公的サービスや民間サービスが多様になったとしても、それだけでは支援が必要な人の生活すべてを支えていくことはできません。

そこで子どもから大人まで、地域のみんなが一緒になって、地域の身近なところで「高齢者や障害者を支える」「子どもを見守る」といった、地域でしかできない取組が必要になります。

5年先、15年先を見据えて、一緒に取組みましょう。

概要版ではこの計画の案内役であるマスコットの「梅さん」が登場して、計画を紹介していきます。
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第2期磯子区地域福祉保健計画で目指す町を
「身近な地域で、さりげなく気配りや見守りが行われている町」と考えました。

地域の皆さんが、ご近所にほんの少し気を配ることで、何か変化に気がついたら、少し詳しい人に、ためらわずに連絡するという関係を築くように努めてみませんか。

例えば、ご近所のひとり暮らし高齢者の家の前を通ったときに、

「ゴミは　ちゃんと出しているかしら」

「夕方、家の電灯がついたかな」

「雨戸は毎日　開閉されているかな」

「郵便受けが手紙や新聞でいっぱいになっていないかな」等
通りがかりにさりげなく様子をみていただきたいと考えています。
日常の生活の中で、会社に行くとき、買い物に行くとき、学校や塾へ行くとき、犬の散歩へ行くときなど、ほんの少し回りを見渡してみませんか。　　　　　　　　　　　
もし、何か変化に気づいたら、まず近所で相談します。
そして、ためらわずに少し詳しい人に連絡しましょう。
少し詳しい人とは、民生委員・児童委員、自治会町内会役員のかたなどです。

少し詳しい人に連絡がつけば、最終的には専門性の強い人たちのネットワークにつながっていきます。
専門性の強い人たちとは、地域ケアプラザ、区役所、市役所などの各種公的機関の職員のことです。

その後は、必要に応じて専門家が対応します。
「身近な地域で、さりげなく気配りや見守りが行われている町」を目指して、
第2期計画を進めるために区内すべての地区に取り組んでいただきたい2つの共通テーマをつくりました。
この共通テーマについては、区役所・区・社会福祉協議会が、積極的に支援していきます。

共通テーマ１　地域の支え合いの推進

民生委員・児童委員や自治会町内会の皆さんによって行われている高齢者や　何らかの支援を必要とする方々の見守り訪問や昼食会などの活動が、もっと多くの皆さんによって行われることを期待しています。

さらに、区民の皆さん一人ひとりが、「近所の様子にさりげなく気配りをする」といった意識を持っていただきたいと考えています。

取組の例としては、A自治会で行われているひとり暮らし高齢者を対象とした昼食会があります。参加の声掛けのために自宅を訪問し、日常的な見守りを行っています。
またB町内会では、地域の支え合いを推進するために町内会の規約を改正して組織づくりをしています。それにより、民生委員だけでなく、町内のさまざまな人たちが見守り訪問をするようになりました。
共通テーマ２　災害に備えた要援護者の地域でのサポート体制づくりの推進

災害などの非常時に備えて、自分だけで行動することが難しい一人暮らし高齢者や障害のある人たち　要援護者　を　地域ぐるみでサポートする仕組みづくりに　地域が主体的に取り組むことが求められています。
取組の例としては、C自治会では、災害時見守り隊を結成し、地域ぐるみで備えています。

またD町内会では、救急医療情報キットを活用した取組を進めています。このキットの配布をきっかけとして、要援護者も含めた町内の世帯状況の把握を進めています。
共通テーマのほかにも、地域ではさまざまな福祉保健活動に取り組んでいます。
これからも、地域の実情にあったかたちで進めていきましょう。
第2期磯子区地域福祉保健計画の進め方

磯子区の9つの地区の皆さんにそれぞれ策定していただいた「地区別計画」を各地区の推進組織が中心となって取り組んでいきます。
磯子区役所、磯子区社会福祉協議会、地域ケアプラザは、各地区の取組を支援するとともに、健康づくり、高齢者、障害者、こども、の各分野におけるせ策を推進していきます。
また、各地区推進組織の代表者と各種団体の代表者からなる「磯子区・計画推進委員会」を設置して、情報の共有や進行の管理を行っています。

それぞれの地区がスローガンを掲げて活動していきます。
各地区の地区推進組織名とスローガンを紹介します。
根岸地区は　ハッピー根岸推進委員会で、「ささえあう、やさしい街　根岸」です。
滝賀詞羅地区は　スイッチオン磯子滝賀詞羅地区推進委員会で、「人にやさしく滝賀詞羅」です。
岡村地区は　岡村地区スイッチオン磯子推進委員会で、「未来へ　つなごう岡村の輪」です。
磯子地区は　磯子地区福祉保健計画推進委員会で、「みんなが住みたい町磯子」です。
汐見台地区は　スイッチオン磯子　汐見台地区推進委員会で、「安心して暮らせる豊かな町汐見台」です。
屏風ヶ浦地区は　スイッチオン磯子　屏風ヶ浦地区推進委員会で、「人にやさしい　屏風ヶ浦」です。
杉田地区は　スイッチオン磯子杉田地区推進委員会で、　「支え合いで　明るい町づくり」です。
カミササゲ連合地区は　カミササゲ連合地区社会福祉協議会で、「自然とともに生きる町　カミササゲ連合」です。
洋光台地区は　スイッチオン洋光台推進協議会で、「ふれあい・支えあい、心通う洋光台」です。
あなたの住んでいる地区はどんな取組をするのでしょう。
くわしくは、磯子区福祉保健課まで、お問合せください。
電話は045－750－2442　　FAXは045－750－2547
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磯子区役所　磯子区社会福祉協議会
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